
一
成
人
の
大
学
入
学
の
意
義

一
九
九
九
年
の
ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
閉
幕
後
に
発
表
さ
れ
た
「
ケ

ル
ン
憲
章
―
生
涯
学
習
の
目
的
と
希
望
」
で
は
、
「
学
位
レ
ベ
ル
の

活
動
か
ら
恩
恵
を
受
け
う
る
あ
ら
ゆ
る
人
に
機
会
を
提
供
す
る
高
等

教
育
」
を
今
後
の
社
会
発
展
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
た
よ
う
に
、

（
１
）

今

日
、
先
進
工
業
国
で
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
高
等
教
育
課
程
を
受

講
す
る
に
十
分
な
能
力
を
持
っ
た
者
が
何
ら
か
の
障
害
に
よ
り
、
進

学
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
五
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
我

が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」
の
中
で
、
「
誰
も
が
い
つ
で
も
自
ら

の
選
択
に
よ
り
適
切
に
学
べ
る
機
会
が
整
備
さ
れ
た
高
等
教
育
、
す

な
わ
ち
、
学
習
機
会
に
着
目
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
」

の
実
現
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、

（
２
）

高
校
卒
業
時

の
み
な
ら
ず
、
各
人
が
人
生
の
中
で
望
む
時
期
に
大
学
等
に
入
学
で

き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
が
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
進
工
業
国
に
お
い
て
は
、
中
等
教
育
修
了
直
後

の
若
者
の
み
な
ら
ず
、
成
人
も
大
学
等
に
、
よ
り
容
易
に
入
学
で
き

る
よ
う
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
主
要
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

そ
の
中
で
も
今
日
最
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
経
済
的
な
要
因
で
あ
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成
人
の
大
学
入
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現
状
と
課
題

出 で

相 あ
い

泰 や
す

裕 ひ
ろ

大
阪
教
育
大
学
教
職
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
）

生
涯
学
習
支
援
部
門
准
教
授



二
成
人
の
大
学
入
学
の
動
向

こ
の
よ
う
に
、
成
人
の
大
学
入
学
に
は
様
々
な
意
義
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
実
際
に
日
本
に
お
い
て
も
社
会
人
学
生
を
増
や
す
こ
と
が

政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の
数
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
〇
年
代
、
日
本
は
高
等
教

育
段
階
に
社
会
人
学
生
が
最
も
少
な
い
国
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
が
、

（
９
）

社
会
人
学
生
数
の
近
年
の
動
向
を
専
門
職
大
学
院
が
設
置
さ

れ
た
二
〇
〇
三
年
度
以
降
で
見
て
み
る
と
（
図
１
）
、
学
部
（
学
士

課
程
）
段
階
で
は
、
そ
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、

（

�）

大
学
院
段

階
で
見
る
と
、
専
門
職
学
位
課
程
で
法
科
大
学
院
が
で
き
た
二
〇
〇

四
年
に
急
増
し
、
そ
れ
以
降
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
も
の
の
、
修
士
課

程
、
博
士
課
程
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
大
学
院
段
階

で
は
二
〇
〇
七
年
度
、
社
会
人
学
生
は
入
学
者
の
一
六
・
六
％
を
占

め
る
に
至
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
本
で
は
成
人
の
大
学
入
学
は
、
基
本

的
に
既
に
大
学
を
卒
業
し
た
者
が
社
会
人
に
な
っ
て
さ
ら
に
大
学
院

に
進
学
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
は
高
学
歴
な
人
ほ
ど
学
校
教
育
終
了
後
も
教
育
機
会
に
参
加
す

る
者
が
多
い
と
い
う
「
E
d
u
ca
tio
n
M
o
re
E
d
u
ca
tio
n
」
の
法
則

に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

（

�）

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
格
差
を
よ
り
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注 学部段階の数値は毎年の『大学資料』、大学院段階の数値は毎年の
『学校基本調査報告書高等教育機関』を参照。

図１ 2003年度以降の社会人入学者数の変遷

る
。

（
３
）

現
在
、
先
進
工
業
国
で
は
知
識
社
会
化
や
激
化
す
る
経
済
の
地

域
間
競
争
と
い
う
状
況
か
ら
、
高
度
な
能
力
、
技
能
を
持
つ
知
識
労

働
者
へ
の
需
要
が
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
知
識
、
技
能
は
時
代
の
激

し
い
変
化
の
中
で
、
す
ぐ
に
時
代
遅
れ
と
な
り
、
職
業
人
は
絶
え
ず

知
識
、
技
能
を
更
新
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
も
い
る
。

経
済
的
な
要
因
以
外
で
は
、
社
会
的
公
正
、
社
会
的
包
摂
の
視
点

が
あ
る
。

（
４
）

今
日
、
知
識
社
会
化
な
ど
の
背
景
か
ら
、
職
業
の
中
で
も

二
極
化
が
進
み
、
高
度
な
教
育
機
会
を
受
け
て
き
た
者
と
そ
う
で
な

い
者
と
の
間
の
雇
用
面
で
の
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
二
〇
世
紀
の
末
に
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
者
は
増
大
し
た

も
の
の
、
入
学
者
の
出
身
階
層
は
引
き
続
き
偏
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。

（
５
）

そ
の
た
め
、
特
定
の
層
に
多
く
見
ら
れ
る
、
十
分
な
教
育
機

会
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
者
は
不
安
定
な
雇
用
状
況
に
置
か
れ
、
文

化
的
に
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
さ
え
困
難
に
な
り
、
社
会
的
排
除

の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

よ
う
な
者
が
知
識
社
会
の
中
で
職
業
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
上
昇
を
図

れ
る
よ
う
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
教
育
機
会
を
開
い
て
お
く
必
要
が

生
じ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
成
人
の
大
学
入
学
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
社
会
的

な
意
義
は
様
々
考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
一
点
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
人
生
に
お
い
て
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
の
重

要
性
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
一
八
歳
の
半
数
以
上
が
大
学
・
短

大
に
進
学
す
る
と
い
う
、
ト
ロ
ウ
の
言
う
と
こ
ろ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

段
階
に
入
っ
た
が
、

（
６
）

一
八
歳
の
時
点
で
大
学
へ
進
学
し
な
い
者
も
未

だ
多
い
。
進
路
に
関
す
る
意
思
決
定
に
対
し
て
は
親
の
持
つ
文
化
が

影
響
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

（
７
）

そ
の
た
め
中
に

は
大
学
教
育
を
受
け
る
に
十
分
な
能
力
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
若
年

期
に
大
学
教
育
に
意
義
、
価
値
を
感
じ
ず
に
進
学
を
考
え
な
か
っ
た

者
や
、
あ
る
い
は
矢
野
ら
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
的
な
理

由
で
一
八
歳
時
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
者
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
者
の
中
に
も
、
社
会
に
出
て
様
々
な
経
験
を

経
た
後
に
、
大
学
教
育
の
価
値
に
気
づ
い
た
り
、
今
な
ら
経
済
的
に

進
学
が
可
能
だ
っ
た
り
す
る
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
若
年
期
に
大
学
に
入
学
し
た
が
、
当
時
は
学
習
へ
の
動
機
づ

け
が
十
分
で
な
く
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
に
、
本
当
に
自
分
の
学
び

た
い
学
問
分
野
や
就
き
た
い
職
業
を
見
出
す
者
も
い
る
。
こ
の
よ
う

に
学
習
に
対
し
て
強
く
動
機
づ
け
を
持
つ
時
期
は
人
に
よ
っ
て
異
な

る
。
真
に
豊
か
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く
う
え
で
、
若
い
時
期
に
不

本
意
で
あ
っ
た
出
来
事
を
改
め
て
成
人
に
な
っ
て
や
り
直
せ
る
機
会
、

人
生
を
再
構
築
す
る
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
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企
業
・
職
業
人
の
交
流
を
促
進
し
、
人
材
の
育
成
と
輩
出
を
図
ろ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
職
業
人
の
学

習
意
欲
の
向
上
と
さ
ら
な
る
学
び
の
場
の
広
報
を
目
的
に
、
仕
事
帰

り
の
職
業
人
を
対
象
と
し
た
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ア
レ
ー
専
門
セ

ミ
ナ
ー
」
が
各
大
学
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
阪
梅
田
界
隈
を
中
心
と
し
た
交
通
の
便
の
よ
い
都
心
部
に
設
置
さ

れ
て
い
る
職
業
人
向
け
大
学
院
へ
の
入
学
者
を
増
や
す
こ
と
が
図
ら

れ
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
度
に
は
そ
の
よ
う
な
大
学
院
に
よ
る
社
会

人
教
育
を
い
っ
そ
う
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
関
西
社

会
人
大
学
院
連
合
」
も
発
足
し
た
。

四
成
人
の
大
学
入
学
の
促
進
に
向
け
て

大
学
へ
の
入
学
を
含
む
、
成
人
の
学
び
直
し
の
必
要
性
は
こ
の
先

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
こ
で
は
、
そ
の
必

要
性
に
対
応
す
る
の
が
特
定
の
層
に
限
ら
れ
た
も
の
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
教
育
機
会
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
層
も
学

び
直
し
の
機
会
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
、
実
際
に
成
人
が
大
学
院
課
程
も
含
め
た
大
学
へ
入
学
す
る

こ
と
が
人
生
の
あ
り
ふ
れ
た
選
択
肢
と
な
っ
て
い
く
に
は
、
絶
え
ず

知
識
・
技
能
の
更
新
が
求
め
ら
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
大
学

教
育
は
も
は
や
社
会
に
出
る
た
め
の
準
備
教
育
に
留
ま
れ
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
お
い
て
は
、
大
学
は
社
会
の
指
導

者
層
や
研
究
者
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
教
育
機
能
を
期
待
さ

れ
る
こ
と
を
大
学
が
認
識
し
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
状
況
に
対
応
し

た
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
様
々
な
状
況
的
阻

害
要
因
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
大
学
側
の
努
力
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
い
。
フ
セ
ー
ン
は
、
教
育
改
革
は
社
会
変
革
と
い
う
い
っ

そ
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

た
が
、

（

�）

社
会
人
学
生
の
増
加
に
向
け
て
は
、
企
業
風
土
の
変
革
、
保

育
制
度
の
充
実
な
ど
、
大
学
外
に
お
け
る
様
々
な
改
革
も
必
要
と
な

る
。
根
本
的
に
は
、
学
校
教
育
段
階
か
ら
学
習
す
る
こ
と
の
価
値
が

内
面
化
さ
れ
、
社
会
全
体
が
互
い
の
学
習
活
動
を
尊
重
し
合
う
よ
う

な
文
化
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

注（
１
）「
ケ
ル
ン
憲
章

：

生
涯
学
習
の
目
的
と
希
望
」
『
文
部
時
報
』
一
九

九
九
年
九
月
号
、
五
五
頁
。

（
２
）
中

央
教
育

審
議
会
「

我
が

国
の
高

等
教
育
の

将
来

像
（

答
申
）
」

二
〇
〇
五
年
、
二（
一
）。

（
３
）
経

済
的

理
由
を

強
調
し
て
い
る
文

書
の
一

例
と
し
て
は
、

H
M

T
rea

su
ry

.
L
eitch

R
ev
iew

o
f
S
k
ills:

P
ro

sp
erity

fo
r
a
ll
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い
っ
そ
う
拡
大
さ
せ
て
い
く
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
社
会
的
公
正
の
視

点
か
ら
も
問
題
が
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
比
較
的
多
く
の
教
育
機

会
を
受
け
て
き
た
人
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
い
人
の
入
学
も

促
進
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
大
学
院
段
階
へ
の
成
人
の
入
学
だ
け

で
な
く
、
学
部
段
階
へ
の
入
学
も
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

三
成
人
の
大
学
入
学
に
向
け
て
の
阻
害
要
因

社
会
人
学
生
を
増
や
す
た
め
に
は
、
彼（

女
）ら
の
入
学
に
向
け
て

の
様
々
な
阻
害
要
因
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

が
、
こ
れ
ま
で
数
少
な
い
な
が
ら
も
実
施
さ
れ
て
き
た
調
査
研
究
か

ら
す
る
と
、

（

�）

概
し
て
、
時
間
的
ゆ
と
り
や
金
銭
面
に
関
わ
る
要
因
が

特
に
強
く
阻
害
要
因
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
属
性
や
置
か

れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
阻
害
認
知
の
パ
タ
ー
ン
に
は
差
異
が
見
ら
れ

て
お
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
の
中
で
み
る
と
、
仕
事
上
の
忙
し
さ

な
ど
、
職
場
に
関
わ
る
要
因
が
特
に
強
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
日
本
の
企
業
に
お
け
る
長
時
間
労
働
な
ら
び
に
職
場
を
第
一
に
優

先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
風
土
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

女
性
の
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
に
限
っ
て
み
る
と
、
負
担
感
の
増
大
に

対
す
る
認
知
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
共
働
き
で
あ
っ
て
も
、

家
事
は
概
し
て
女
性
が
行
っ
て
い
る
状
況
が
も
た
ら
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
既
婚
女
性
の
中
で
み
る
と
、
小
学
生
以
下
の
子
供
を
持
つ
女

性
の
間
で
、「

家
族
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
」「

家
族
に

迷
惑
が
か
か

る
」
と
い
っ
た
家
庭
に
関
わ
る
項
目
の
認
知
度
が
特
に
高
く
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
子
育
て
や
家
事
が
母
親
任
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
保
育
制
度
の
不
備
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
社
会
人
学
生
の
増
大
に
向
け
て
は
、

職
場
や
家
庭
と
い
っ
た
個
人
を
取
り
巻
く
環
境
が
持
つ
障
害
、
ク
ロ

ス
の
分
類
で
い
え
ば
、

（

�）

状
況
的
阻
害
要
因
を
軽
減
す
る
こ
と
が
不
可

欠
と
言
え
る
。

た
だ
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
経
験
の
な
い
者
の
入
学
を
促
進

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
学
習
能
力
へ
の
自
信
の
欠
如
な
ど
、

気
質
的
な
阻
害
要
因
の
軽
減
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
高
等

教
育
機
関
側
も
単
に
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
教
育
機
会

を
通
じ
て
、
高
等
教
育
機
関
の
方
か
ら
人
々
へ
近
づ
い
て
い
く
「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
」
的
手
法
を
取
っ
た
り
、
教
育
機
会
の
梯
子
を
設
け
た

り
し
て
、
入
学
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
感
じ
さ
せ
、
需
要
を
掘
り
起

こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
大
学
院
段
階
に
関
わ
る
事
例
で
は
あ
る

が
、
関
西
で
推
進
さ
れ
て
い
る
「
イ
ン
テ
ィ
ジ
ェ
ン
ト
ア
レ
ー
構
想
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
大
学
・
大
学
院
の
都
心
部
集
積
に
よ
り
、
大
学
と
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in
th
e
g
lo
b
a
l
eco
n
o
m
y
-W
o
rld
cla
ss
sk
ills.

F
in
a
l
R
e-

p
o
rt.
T
S
O
,
二
〇
〇
六

.

が
あ
る
。

（
４
）
一
例
と
し
て
は
、
C
o
u
n
cil
o
f
E
u
ro
p
e.
L
ifelo

n
g
L
ea
rn
in
g

fo
r
E
q
u
ity
a
n
d
S
o
cia
l
C
o
h
esio
n
:
A
n
ew
ch
a
llen
g
e
to

h
ig
h
er
ed
u
ca
tio
n
.
F
in
a
l
C
o
n
feren

ce.
S
tra
sb
o
u
rg
,

C
o
u
n
cil
o
f
E
u
ro
p
e,
二
〇
〇
二

.

が
あ
る
。

（
５
）
O
E
C
D
.
R
ed
efin
in
g
th
e
T
ertia

ry
E
d
u
ca
tio
n
.
O
E
C
D
,

P
a
ris,
一
九
九
八
、

pp.三
二
三
三

.

（
６
）「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
型
高
等
教
育
」
に
関
し
て
は
、
マ
ー
チ
ン
・
ト

ロ
ウ
著
、
天
野
郁
夫
、
喜
多
村
和
之
訳
『
高
学
歴
社
会
の
大
学
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
な
ら
び
に
マ
ー
チ
ン
・
ト
ロ
ウ

著
、
喜
多
村
和
之
監
訳
『
高
度
情
報
社
会
の
大
学
』
玉
川
大
学
出

版
部
を
参
照
。

（
７
）
例
え
ば
、
T
h
o
m
a
s,
L
.
W
id
en
in
g
P
a
rticip

a
tio
n
in
P
o
st-

co
m
p
u
so
ry
E
d
u
ca
tio
n
.
C
o
n
tin
u
u
m
,
L
o
n
d
o
n
,
二
〇
〇
一
、

pp.一
一
八
一
二
九

.

（
８
）
矢
野
眞
和
・
濱
中
淳
子
「
な
ぜ
、
大
学
に
進
学
し
な
い
の
か
」

『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
七
九
集
、
二
〇
〇
六
年
、
八
五
一
〇
四

頁

（
９
）
O
E
C
D
.
A
d
u
lts
in
H
ig
h
er
E
d
u
ca
tio
n
.
O
E
C
D
,
P
a
ris,
一

九
八
七
、

pp.三
一
三
二

.

（

10）
社
会
人
特
別
選
抜
を
経
ず
に
、
学
士
課
程
に
入
学
す
る
社
会
人
入

学
者
も
い
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
高
等

教
育
機
関
』
に
よ
る
と
、
高
校
卒
業
後
、
四
年
以
上
を
経
て
の
入

学
者
数
も
近
年
減
少
し
て
い
る
。

（

11）
P
eterso

n
,
R
.
E
.
L
ifelo

n
g
L
ea
rn
in
g
in
A
m
erica

.
J
o
ssey
-

B
a
ss,
S
a
n
F
ra
n
cisco

,
1979,

ch
a
p
ter
tw
o
.

（

12）
先
行
研
究
に
は
、
例
え
ば
、
出
相
泰
裕
「
成
人
の
大
学
等
へ
の
入

学
に
対
す
る
阻
害
要
因
に
関
す
る
一
考
察
―
大
阪
市
に
お
け
る
女

性
講
座
受
講
者
に
対
す
る
調
査
か
ら
―
」
『
日
本
生
涯
教
育
学
会

年
報
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
四
九
一
六
五
頁
、
『
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ア
レ
ー
撰
壇
塾
受
講
者
調
査
報
告
書
』
大
阪
教
育

大
学
教
職
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
生
涯
学
習
支
援
部
門
、
二
〇

〇
七
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（

13）
ク
ロ
ス
は
教
育
機
会
へ
の
参
加
に
対
す
る
阻
害
要
因
を
、
通
学
に

不
都
合
な
授
業
時
間
帯
な
ど
教
育
機
関
側
が
持
つ
「
制
度
的
要
因
」、

家
庭
や
社
会
な
ど
、
取
り

巻
く

環
境
が
持
つ
「

状
況
的
要
因
」
、

学
習
へ
の

否
定
的
な

態
度
や

能
力
へ
の

自
信
の

欠
如
な
ど
本
人
が

持
つ
「

気
質
的
要
因
」
の
三
つ
に

分
類
し

た
。
C
ro
ss,

K
.
P
.

A
d
u
lts
a
s
L
ea
rn
ers:

In
crea
sin
g
P
a
rticip

a
tio
n
A
n
d
F
a
-

cilita
tin
g
L
ea
rn
in
g
.
J
o
ssey
-B
a
ss,
S
a
n
F
ra
n
cisco

,
一
九

八
一
、

pp.九
七
一
〇
八

.

（

14）
H
u
sen
,
T
o
rsten

.
T
h
e
L
ea
rn
in
g
S
o
ciety

R
ev
isited

.

P
erg
a
m
o
n
P
ress,

O
x
fo
rd
,
一
九
八
六
、

p.五
三

.
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